
目　次目　次

　●●　令和６年度 当初予算　令和６年度 当初予算 ………………………………………… ………………………………………… 　P  2 ～ 3　P  2 ～ 3
　●●　【令和６年３月議会】提案された議案等の議決結果　【令和６年３月議会】提案された議案等の議決結果 ……… ……… 　P  4 ～ 5　P  4 ～ 5
　●●　３月定例会 議案審議　３月定例会 議案審議 ………………………………………… ………………………………………… 　P  6 ～ 7　P  6 ～ 7
　●●　令和６年度 一般会計　令和６年度 一般会計 ………………………………………… ………………………………………… 　P ８　P ８
　●●　一般質問　一般質問 ……………………………………………………… ……………………………………………………… 　P 9 ～ 15　P 9 ～ 15
　●●　委員会審査報告　委員会審査報告 ……………………………………………… ………………………………………………   P16 ～ 17  P16 ～ 17
　●●　編集後記　編集後記 ……………………………………………………… ……………………………………………………… 　P18　P18

　表紙 ／ 北部保育所の子どもたち表紙 ／ 北部保育所の子どもたち

議会だより

令和６年４月25日
第 131号

令和６年

３月定例会



補
正
予
算
の
主
な
質
疑

問

水
利
施
設
管
理
強
化
事
業
補
助
金
費

７
０
０
万
円
の
内
容
に
つ
い
て
。

答

水
利
施
設
の
末
端
施
設
整
備
と
し
て
計
上

し
た
。
国
が
二
分
の
一
、三
町
で
二
分
の
一
で

予
算
措
置
が
で
き
た
。

問

農
村
環
境
計
画
策
定
業
務
委
託

６
２
４
万
８
千
円
の
内
容
に
つ
い
て
。

答

平
成
14
年
の
田
園
マ
ス
タ
ー
計
画
で
畑
か

ん
事
業
を
進
め
て
き
た
。
畑
か
ん
等
の
更
新
事

業
導
入
に
は
計
画
策
定
が
必
要
を
な
る
。
他
町

も
策
定
し
事
業
獲
得
に
向
け
て
動
い
て
い
る
。

問

里
山
等
保
全
管
理
促
進
委
託
の
内
容
と
委

託
先
に
つ
い
て
。

答

松
く
い
虫
の
被
害
予
防
の
た
め
薬
剤
の
樹

幹
注
入
を
行
う
。
森
林
組
合
に
委
託
し
与
名
間

林
道
及
び
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
敷
地
等
の
松
を

対
象
と
し
て
い
る
。

問

徳
之
島
自
然
遺
産
セ
ン
タ
ー
建
設
は
環
境
省

が
行
っ
て
い
る
が
本
町
か
ら
の
人
件
費
の
予
算
が

一
部
組
ま
れ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
。

答

徳
之
島
全
体
の
自
然
遺
産
の
窓
口
と
な
る

施
設
で
あ
り
本
町
の
景
勝
地
や
自
然
遺
産
な
ど

入
込
客
数
を
増
や
せ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。
ま

た
、
自
然
遺
産
セ
ン
タ
ー
か
ら
案
内
に
よ
る
入

より良い暮らより良い暮ら しを天城町の皆様にしを天城町の皆様に
～歳入・歳出の総額～歳入・歳出の総額 はそれぞれ66億2319万1千円～はそれぞれ66億2319万1千円～

令和６年度
当初予算当初予算

空き家バンク登録
お片付け支援補助金

30万円

WakuWaku 紙おむつ給付事業

192万円

各課の情報を提供します。
是非、お友達登録をしてください！

空き家の片付けの
際に出る不用品の
処分費用などを１

件当り５万円を助成します。まずは、空き
家バンク登録を！

町内で使用できる給付券、
月額 4,000 円を支給。

（対象児：０歳～満１歳）

天城町公式 LINE
配信サービス開始

100万円

WakuWaku 紙おむつ給付事業
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込
客
数
の
把
握
も
し
っ
か
り
行
い
た
い
。

問

海
岸
漂
着
物
地
域
対
策
推
進
事
業
費
が
前

年
度
比
よ
り
落
ち
て
い
る
が
そ
の
理
由
に
つ
い

て
（
海
岸
漂
着
ゴ
ミ
の
量
は
減
っ
て
い
な
い
よ

う
だ
が
ど
う
し
て
か
）。

答

近
年
各
地
で
発
生
し
て
い
る
災
害
等
の
影
響

も
あ
り
国
か
ら
の
補
助
が
少
な
か
っ
た
と
考
え
て

い
る
。
会
計
年
度
任
用
職
員
を
７
名
か
ら
４
名
に

減
ら
し
た
が
、
短
期
勤
務
職
員
と
し
て
、
台
風
接

近
後
な
ど
ゴ
ミ
が
増
え
る
と
き
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
予
算
を
組
ん
で
あ
る
。

問

平
和
東
線
、
前
野
岡
前
横
断
線
の
予
算
組

と
工
事
の
進
捗
の
見
通
し
に
つ
い
て
。

答

平
和
東
線
の
用
地
購
入
は
す
べ
て
終
了
し
、

取
付
道
路
の
工
事
も
、
影
響
の
出
る
範
囲
に
関

し
て
は
こ
の
事
業
内
で
実
施
し
、
完
了
は
令
和

８
年
度
を
予
定
し
て
い
る
。
前
野
岡
前
線
は
、

用
地
購
入
、
工
作
物
移
転
等
に
予
算
を
使
用
し
、

工
事
着
手
は
令
和
７
年
度
に
着
手
し
完
了
は
令

和
10
年
度
の
予
定
で
あ
る
。

問

産
科
医
等
確
保
支
援
報
償
の
内
容
と
不
妊

治
療
の
先
生
確
保
に
も
充
て
ら
れ
な
い
か
。

答

三
町
で
徳
洲
会
病
院
に
産
科
等
の
先
生
の

来
島
す
る
際
の
費
用
を
負
担
す
る
も
の
で
あ

る
。
医
療
機
関
あ
り
方
検
討
会
の
中
で
そ
の
よ

う
な
要
請
も
し
て
い
く
。

より良い暮らより良い暮ら しを天城町の皆様にしを天城町の皆様に
～歳入・歳出の総額～歳入・歳出の総額 はそれぞれ66億2319万1千円～はそれぞれ66億2319万1千円～

新築住宅取得補助
します
1,000万円

さとうきび手植え
奨励補助額を増額
195万円

　令和６年度に天城町内
に新築住宅を取得する
世帯に対して上限 100
万円の補助をします。

　さとうきびを手植えさ
れる農家に対し 10a あ
たり春植え４千円、夏植
え５千円を助成します。

　作物栽培の悩みや課題に応える情報
が得られます。是非ご活用ください。

　役場の窓口で運転免
許証やマイナンバー
カードを専用の機器で

読み込むことで氏名・住所などを書かずに
申請書を作成できるようになります。

農業センター
農業電子図書導入費

10万５千円

書かない窓口導入開始

600万円　

動画はコチラ
1:43:05 ～

10
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【令和６年３月議会】提案された議案等の議決結果

件　　　　　名 議決結果

３　

月　

議　

会　

条　例

樟南第二高等学校学生寮の設置及び管理に関する条例の制定について 原案可決

 内容  樟南第二高等学校学生寮の３月竣工予定に伴い、その設置及び管理に関する事項を決めた。

天城町犯罪被害者等支援条例の制定について 原案可決

 内容  犯罪等により被害を受けた方及びその家族又は遺族が早期の回復又は軽減及び生活の再建を図
り、誰もが安心して暮らすことができる地域社会の実現を目指して必要な事項を決めた。

天城町報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

 内容  天城町報酬及び費用弁償等に関する条例の別表第１欄中の投票管理者、投票立会人、期日前投票
管理者、期日前投票立会人の日額単価の改定、及び、新たに天城町農業農村整備事業情報協議会の日額
報酬３千円を追加した。
天城町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例に
ついて 原案可決

 内容  会計年度任用職員の勤勉手当について支給が可能となることに伴い、所要の改正を決めた。

天城町介護保険条例の一部を改正する条例について 原案可決

 内容  「天城町高齢者保健福祉計画及び第８期介護保険事業計画」が今年度で終了する事から、国に
おいて第９期計画期間に向けた制度改正が行われた。それに伴い、天城町介護保険条例の一部改正
を決めた。

天城町重度心身障害者医療費助成条例の一部を改正する条例について 原案可決

 内容  県において令和６年７月診療分より現行の償還払い方式から自動償還払い方式への変更及び所
得制限の導入のほか、新たに精神障害者保健福祉手帳１級の所持者を対象に加えるなど、重度心身障
害者医療費助成制度の改正が行われる。それに伴い、町条例の一部改正を決めた。
天城町B&G海洋センター設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例につい
て 原案可決

 内容  小・中学生及び高齢者の運動不足解消のために、B&G海洋センター内のプール及び体育館を積
極的に利用して頂きたく、使用料金の無償化についての追加を決めた。

人　事

天城町教育委員会委員の任命の同意について（崎山　至氏） 原案同意

 内容  令和６年３月３１日付けで崎山　至教育委員が任期満了となっており、引き続き教育委員に任
命することを同意した。

人権擁護委員候補者の推薦に対する議会の意見を求める件について（豊　啓子氏） 原案同意

 内容  令和６年６月３０日付けで任期満了に伴い、人権擁護委員候補者として豊　啓子氏を推薦する
ことを同意した。

その他

天城辺地に係る総合整備計画の変更について 原案可決

 内容  天城辺地に係る公共的施設を令和３年度から令和７年度までの期間で総合的に整備するため、
総合整備計画を策定しましたが、その内容の一部を変更を決めた。

天城町過疎地域持続的発展計画の変更について 原案可決

 内容  令和３年度から令和７年度までの期間に係る過疎地域持続的発展市町村計画を策定したが、そ
の内容の一部を変更を決めた。

令和４年度（繰）あまぎ自然と伝統文化体験館建築工事請負変更契約について 原案可決

 内容  令和５年７月７日に請負契約を締結しました、令和４年度（繰）あまぎ自然と伝統文化体験館建
築工事の請負変更契約を決めた。

令和５年度 樟南第二高校女子寮建築工事１工区請負変更契約について 原案可決

 内容  令和５年７月２５日に請負契約を締結しました、令和５年度 樟南第二高校女子寮建築工事１工
区の請負変更契約を決めた。

令和５年度
補正予算

令和５年度天城町一般会計予算補正（第６号）について 原案可決

 内容  歳入歳出予算にそれぞれ２億４千３１５万２千円を追加し、予算総額を８０億３千６２万５千
円とした。

令和５年度天城町国民健康保険事業特別会計予算補正（第４号）について 原案可決

 内容  歳入歳出予算にそれぞれ５千８０万１千円を減額し、予算総額を１０億５千２６６万７千円と
した。
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件　　　　　名 議決結果

３　

月　

議　

会　

令和５年度
補正予算

令和５年度天城町介護保険事業特別会計予算補正（第４号）について 原案可決

 内容  歳入歳出予算をそれぞれ１千９９５万９千円を減額し、予算総額を８億９千４１６万８千円と
した。

令和５年度天城町後期高齢者医療事業特別会計予算補正（第３号）について 原案可決

 内容  歳入歳出予算からそれぞれ２０９万円を減額し、予算総額を８千４７５万８千円とした。

令和５年度天城町徳之島ダム小水力発電特別会計予算補正（第４号）について 原案可決

 内容  歳入歳出予算にそれぞれ４００万円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ７千８１１万円
とした。

令和５年度天城町水道事業会計補正予算（第４号）について 原案可決

 内容  営業費用の原水及び浄水費で、１１０万円の減額、配水及び給水費で、１１０万円の増額、総経
費で、３６万６千円の減額、資本的支出の固定資産購入費で、９４万４千円の減額。また、水道事業費用
で、総額で、２億３１８万７千円、資本的支出で、３億７千８万４千円とした。

令和６年度
当初予算

令和６年度天城町一般会計予算について 原案可決

 内容  ６６億２千３１９万１千円で、前年と比較し１千６６６万９千円の減額とした。

令和６年度天城町国民健康保険事業特別会計予算について 原案可決

 内容  ９億６千６９３万３千円で、前年度と比較し１千４５１万４千円の増額とした。

令和６年度天城町介護保険事業特別会計予算について 原案可決

 内容  ８億３千６６０万５千円で、前年度と比較し１千５８４万円の増額とした。

令和６年度天城町後期高齢者医療事業特別会計予算について 原案可決

 内容  ９千６２０万３千円で、前年度と比較し１千８２万円の増額とした。

令和６年度天城町徳之島ダム小水力発電特別会計予算について 原案可決

 内容  ６千２６６万１千円で、前年度と比較し１千１５万８千円の増額とした。

令和６年度天城町水道事業会計予算について 原案可決

 内容  ７億１千３１７万７千円で、前年度と比較し１億４千２７９万４千円の増額とした。

陳情２
自衛隊誘致に関する陳情について 採択

 内容  住民の安心・安全確保や防災、地域活性化の観点からも必要不可欠な問題であり、賛同し採択す
べきではとの意見が多数を占め、全会一致で採択とした。

議会が提出
した案件

議会運営委員会の閉会中の所掌事務の継続調査について 可決

常任委員会の閉会中の所管事務の継続調査について 可決

議員派遣予定の件について 可決

徳之島に於ける自衛隊関連施設整備に関する意見書（案）について 原案可決

 内容  昨今の国際情勢や我が徳之島の地理的重要性を、国として再認識して頂き、南西地域における中
継拠点としての空港・港湾等の機能強化整備や、物資・資機材の補給拠点施設等の整備等を推進して頂
きたい旨の意見書提出を決めた。
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樟南第二高校学生寮の
設置及び管理に関する

条例の制定

樟南第二高校学生寮
建築工事請負変更増契約

 契約増額 

731 万１千円
　内装の仕上げなどの設計変更及
び機器の変更等にかかる費用。

補
正
予
算
の
主
な
質
疑

（
樟
南
第
二
高
校
学
生
寮
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
）

問

第
６
条
損
害
賠
償
等
の
範
囲
と
し
て
、
寮
内

に
設
置
さ
れ
て
い
る
電
化
製
品
等
の
経
年
劣
化
に

伴
う
更
新
に
つ
い
て
は
町
の
負
担
と
な
る
の
か
。

答

樟
南
第
二
高
校
と
、
不
動
産
使
用
貸
借
契

約
を
結
ぶ
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
費
用
負
担
等

を
定
め
る
条
項
の
解
釈
と
し
て
、
原
則
、
高
校

側
が
管
理
運
営
に
関
す
る
す
べ
て
の
費
用
を
負

担
す
る
も
の
と
し
、
火
災
保
険
の
適
用
を
超
え

る
よ
う
な
修
繕
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に
お
い

て
は
被
害
規
模
に
応
じ
て
協
議
す
る
も
の
と
す

る
。
則
ち
、
建
物
内
の
設
備
等
の
更
新
の
負
担

は
学
校
側
で
あ
る
。

（
天
城
町
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
に
つ
い
て
）

問

第
６
条
相
談
窓
口
の
担
当
課
に
つ
い
て
。

答

条
例
制
定
に
向
け
て
徳
之
島
警
察
と
の
協

議
を
企
画
財
政
課
で
行
っ
て
き
た
。
窓
口
も
同

課
に
設
置
す
る
が
、
事
例
に
応
じ
て
関
係
課
と

連
携
を
と
っ
て
い
く
。

（
樟
南
第
二
高
校
学
生
寮
建
設
請
負
変
更
契
約
に
つ
い
て
）

問

仕
上
げ
の
変
更
、
機
械
設
備
の
変
更
も

あ
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
設
計
し
た
会
社
の
不
備

も
あ
る
の
で
は
。

動画はコチラ
9:18 ～

３月定例会
議案審議
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答

仕
上
げ
の
変
更
等
、
工
事
中
の
変
更
は
あ

る
も
の
。
設
計
会
社
か
ら
の
提
案
の
他
、
建
設

課
か
ら
の
提
案
に
よ
る
変
更
も
あ
る
。
そ
の
都

度
協
議
を
行
っ
て
変
更
内
容
は
決
定
し
ま
す
。

設
計
書
内
に
お
け
る
材
料
の
数
量
等
の
確
認
に

つ
い
て
も
不
足
が
あ
り
、
役
場
・
受
注
業
者
共

に
責
任
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
、
設
計
会

社
だ
け
の
責
任
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問

女
子
寮
建
設
は
他
の
工
区
も
あ
る
が
工
事

費
用
の
変
更
は
な
か
っ
た
か
。
そ
の
変
更
額
の

大
き
さ
工
事
費
に
対
す
る
割
合
に
よ
っ
て
は
責

任
を
負
う
必
要
も
あ
る
か
と
思
う
が
。

答

第
二
工
区
に
も
変
更
が
あ
っ
た
が
、

５
０
０
０
万
円
を
超
え
て
い
な
い
の
で
議
会
で
諮

る
こ
と
は
な
い
が
、
今
後
は
こ
の
よ
う
な
変
更
が

な
い
よ
う
に
、
設
計
書
の
確
認
等
丁
寧
に
行
う
。

（
あ
ま
ぎ
自
然
と
伝
統
文
化
体
験
館
建
設
工
事
請
負

変
更
契
約
に
つ
い
て
）

問

こ
の
事
業
は
過
疎
債
を
活
用
し
て
予
算
立

て
を
行
っ
て
お
り
、
今
回
の
請
負
減
契
約
に
お

い
て
は
、
過
疎
債
の
減
額
に
も
な
る
と
思
う

が
、
国
か
ら
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
な
ど
町
と
し
て

不
利
に
な
る
こ
と
は
な
い
の
か
。

答

減
額
し
た
額
で
過
疎
債
の
申
請
を
予
定
し

て
お
り
、
そ
の
額
の
確
定
は
未
定
で
あ
る
。

ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

あまぎ自然と伝統文化体験館
建築工事請負変更減契約

 契約減額 
4,929 万円

天城町Ｂ＆Ｇ海洋センター
プール・体育館の
使用料が無料に

（町内の小中学生・65歳以上）

　技術者や職人等の不足により契約工期内での工事終了が見込めず変
更減契約を結ぶこととなった。

プール施設プール施設 区分 単位 使用料 備考
未就学児

（要付き添い同伴） １人１回 無料 シャワー含む

小中学生 同上 200 円 同上

町内居住
小・中学生 同上 無料 同上

高校生・一般 同上 300 円 同上

町内居住
65 歳以上 同上 無料 同上

体育館体育館
区分

（基本料金）

団体使用 個人使用

体育スポーツ
に使用する
場合

その他催し物
に使用する
場合

中学生以下 高校生
一般

町内居住
65 歳
以上町外 町内

9時～
12 時 500 円 1,200 円 50 円 無料 100 円 無料

12 時～
17 時 800 円 1,500 円 50 円 無料 100 円 無料

17 時～
22 時 1,500 円 3,000 円 50 円 無料

（保護者同伴） 100 円 無料
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令和６年度
一 般 会 計

令和６年度一般会計当初予算令和６年度一般会計当初予算令和６年度一般会計当初予算令和６年度一般会計当初予算令和６年度一般会計当初予算令和６年度一般会計当初予算令和６年度一般会計当初予算令和６年度一般会計当初予算令和６年度一般会計当初予算令和６年度一般会計当初予算令和６年度一般会計当初予算令和６年度一般会計当初予算令和６年度一般会計当初予算令和６年度一般会計当初予算令和６年度一般会計当初予算令和６年度一般会計当初予算令和６年度一般会計当初予算令和６年度一般会計当初予算令和６年度一般会計当初予算
　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定　　　　66 億 2,319 万円に決定
令和６年度一般会計当初予算
　　　　66 億 2,319 万円に決定

「住んでよかった。これからも住み続けたい。暮らし満足度 No.1 のまち」を目指して～
令和６年第１回定例会を３月５日から２１日まで開催しました 。６年度当初予算や 令和５年度
の補正予算など２５議案が提出され、そのうち２５件について可決しました 。一般質問では、
８人の議員が質問を行いました。

（前年度比 １億６，６６９万円、０．３％減）

※端数調整のため、合計が一致しない場合があります。

※端数調整のため、合計が一致しない場合があります。

議会費
9,368万円
（1.4%）

総務費
11億6,613万円

（17.6%）

民生費
12億9,685万円

（19.6%）

衛生費
5億4,839万円

（8.3%）
農林水産業費

7億5,522万円
（11.4%）

商工費
1億2,296万円

（1.9%）

土木費
8億1,514万円

（12.3%）

消防費
2億6,828万円

（4.1%）

教育費
7億6,671万円

（11.6%）

災害復旧費
1,375万円
（0.2%）

公債費
7億7,310万円

（11.7%）

予備費
300万円
（0.0%）

歳　出
66億2,321万円

歳　入
66億2,319万円

依存財源
53億672万円（80.1%）

自主財源
13億1,647万円

（19.9%）

財産収入
3,994万円（0.6%）
繰越金
5,000万円（0.8%）

寄附金
　　　　　1億5,300万円（2.3%）

繰入金
3億7,581万円

（5.7%）

使用料及び手数料 
1億890万円
（1.6%）

諸収入
　1億4,341万円

（2.2%）
分担金及び負担金 
4,846万円（0.7%）

地方消費税交付金
1億1,920万円（1.8%）

環境性能割交付金
355万円（0.1%）

地方交付税 
32億3,709万円

（48.9%）

県から入るお金
5億1,885万円

（7.8%）

借入金
6億1,818万円

（9.3%）

株式等譲渡
所得割交付金
80万円（0.0%）

法人事業税交付金
300万円（0.0%）

配当割交付金
80万円（0.0%）

利子割交付金
9万円（0.0%）

交通安全対策
特別交付金
53万円（0.0%）
地方特例交付金 
86万円（0.0%）

地方譲与税 
7,275万円（1.1%）　

自主財源 … 町税など自主的に収入する財源
依存財源 … 地方交付税など、国又は県から交付される収入

町　税
3億9,695万円

（6.0%）

（ 皆さんからの税金 ） 

国から入るお金
7億3,102万円

（11.0%）

町税の内訳
区　分 金　額

町民税 1 億 3,054 万円

内
個人 1 億 1,387 万円

法人 1,667 万円

固定資産税 1 億 7,395 万円

軽自動車税 3,045 万円

町たばこ税 6,200 万円

鉱山税 1 万円

Ｒ６年度特別会計当初予算額
国 民 健 康 保 険 会 計 9 億 6,693 万円

介 護 保 険 会 計 8 億 3,660 万円

後期高齢者医療会計 　9,620 万円

徳之島ダム小水力発電会計 　6,266 万円

Ｒ６年度水道事業会計当初予算額
収益的収入　 　2 億 5,186 万円

資本的収入　 　4 億 7,560 万円

収益的支出　 　1 億 9,281 万円

資本的支出　 　5 億 2,036 万円
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令和６年度
一 般 会 計

令和６年度一般会計当初予算
　　　　66 億 2,319 万円に決定

「住んでよかった。これからも住み続けたい。暮らし満足度 No.1 のまち」を目指して～
令和６年第１回定例会を３月５日から２１日まで開催しました 。６年度当初予算や 令和５年度
の補正予算など２５議案が提出され、そのうち２５件について可決しました 。一般質問では、
８人の議員が質問を行いました。

（前年度比 １億６，６６９万円、０．３％減）

※端数調整のため、合計が一致しない場合があります。

※端数調整のため、合計が一致しない場合があります。

議会費
9,368万円
（1.4%）

総務費
11億6,613万円

（17.6%）

民生費
12億9,685万円

（19.6%）

衛生費
5億4,839万円

（8.3%）
農林水産業費

7億5,522万円
（11.4%）

商工費
1億2,296万円

（1.9%）

土木費
8億1,514万円

（12.3%）

消防費
2億6,828万円

（4.1%）

教育費
7億6,671万円

（11.6%）

災害復旧費
1,375万円
（0.2%）

公債費
7億7,310万円

（11.7%）

予備費
300万円
（0.0%）

歳　出
66億2,321万円

歳　入
66億2,319万円

依存財源
53億672万円（80.1%）

自主財源
13億1,647万円

（19.9%）

財産収入
3,994万円（0.6%）
繰越金
5,000万円（0.8%）

寄附金
　　　　　1億5,300万円（2.3%）

繰入金
3億7,581万円

（5.7%）

使用料及び手数料 
1億890万円
（1.6%）

諸収入
　1億4,341万円

（2.2%）
分担金及び負担金 
4,846万円（0.7%）

地方消費税交付金
1億1,920万円（1.8%）

環境性能割交付金
355万円（0.1%）

地方交付税 
32億3,709万円

（48.9%）

県から入るお金
5億1,885万円

（7.8%）

借入金
6億1,818万円

（9.3%）

株式等譲渡
所得割交付金
80万円（0.0%）

法人事業税交付金
300万円（0.0%）

配当割交付金
80万円（0.0%）

利子割交付金
9万円（0.0%）

交通安全対策
特別交付金
53万円（0.0%）
地方特例交付金 
86万円（0.0%）

地方譲与税 
7,275万円（1.1%）　

自主財源 … 町税など自主的に収入する財源
依存財源 … 地方交付税など、国又は県から交付される収入

町　税
3億9,695万円

（6.0%）

（ 皆さんからの税金 ） 

国から入るお金
7億3,102万円

（11.0%）

問

保
育
所
職
員
の
処

遇
改
善
に
つ
い
て
。

答

性
別
に
よ
っ
て
待

遇
の
差
が
あ
っ
て
は
良

く
な
い
と
思
っ
て
い

る
。し
っ
か
り
検
証
し
、

是
正
で
き
る
と
こ
ろ
は

し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
。

問

さ
と
う
き
び
農
家

の
所
得
向
上
に
つ
い
て
。

答

令
和
６
年
度
の
春

植
え
、
夏
植
え
の
手
植

え
奨
励
助
成
に
つ
い
て

は
、
１
千
円
上
乗
せ
し

て
、
10
ａ
当
り
春
植
え

４
千
円
、
夏
植
え
５
千

円
と
す
る
。
企
画
財
政

課
（
ふ
る
さ
と
創
生

室
）
で
は
Ｕ
タ
ー
ン
の

新
規
就
農
者
へ
助
成
事

業
ウ
ェ
ル
カ
ム
あ
ま
ぎ

引
越
費
用
補
助
事
業
・

お
帰
り
な
さ
い
住
宅
改

修
補
助
事
業
（
Ｕ
タ
ー

ン
者
限
定
）
の
周
知
を

図
っ
て
い
る
。

問

秋
利
神
キ
ャ
ン
パ

ス
パ
ー
ク
に
つ
い
て
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

と
し
て
再
整
備
す
る
計

画
案
に
つ
い
て
。

答

南
側
に
８
ホ
ー
ル

を
２
コ
ー
ス
、
北
側
に

８
ホ
ー
ル
を
１
コ
ー
ス

整
備
す
る
予
定
。
ま

た
、
北
側
の
ロ
グ
ハ
ウ

ス
を
南
側
に
移
設
し
て

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
と
し
て

利
用
す
る
こ
と
を
検
討

し
て
い
る
。
橋
の
欄
干

は
非
常
に
腐
食
し
て
い

て
、
現
在
、
通
行
止
め

に
し
て
い
る
が
橋
自
体

は
強
度
的
に
異
常
な
い

の
で
欄
干
を
リ
フ
ォ
ー

ム
し
て
使
用
す
る
考
え

で
あ
る
。
令
和
６
年
度

で
実
施
計
画
を
行
い
、

令
和
７
年
度
で
工
事
着

工
を
予
定
し
て
い
る
。

北
側
の
釣
り
場
に
行
く

道
に
つ
い
て
も
、
釣
り

人
が
楽
し
め
る
よ
う
な

施
設
と
な
る
よ
う
に
対

応
し
て
い
く
。

問

西
阿
木
名
小
中
学

校
校
舎
建
替
え
及
び
義

務
教
育
学
校
開
校
に
つ

い
て
。

答

義
務
教
育
学
校
開

校
に
つ
い
て
は
、
令
和

８
年
度
の
開
校
を
目
指

し
、
令
和
６
年
度
よ
り

町
研
究
協
力
校
に
指
定

し
、
義
務
教
育
学
校
開

校
に
向
け
た
教
育
課
程

の
編
成
等
の
準
備
を
進

め
て
い
く
。
校
舎
建
替

え
に
つ
い
て
は
、
校
区

内
で
設
置
さ
れ
た
新
校

舎
建
設
推
進
委
員
会
と

並
行
し
て
新
校
舎
建
設

検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
令
和
６
・
７
年
度

に
か
け
て
今
後
の
課
題

や
ニ
ー
ズ
等
に
対
応
で

き
る
よ
う
計
画
を
推
進

し
て
い
く
。
令
和
８
年

度
に
新
校
舎
建
設
の
着

工
を
考
え
て
い
る
。

問

徳
之
島
高
校
通
学

費
助
成
に
つ
い
て
。

答

バ
ス
通
学
に
係
る

定
期
券
又
は
回
数
券

購
入
費
を
全
額
助
成

し
て
い
る
が
、令
和
２

年
度
・
令
和
４
年
度
２

件
、令
和
３
年
度
は
０

件
。
今
年
度
は
、
２
月

１
日
現
在
実
績
は
あ
り

ま
せ
ん
。
部
活
動
等
で

放
課
後
遅
く
ま
で
残
る

生
徒
に
と
っ
て
は
、
バ

ス
を
利
用
し
に
く
い
た

め
に
保
護
者
が
学
校
ま

で
送
り
迎
え
を
し
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。

来
年
度
か
ら
は
車
等
の

燃
料
代
等
の
助
成
も
検

討
し
て
い
く
。

問

教
育
振
興
基
本
計

画
の
見
直
し
に
つ
い
て
。

答

５
カ
年
計
画
で
策

定
さ
れ
て
い
る
本
町
教

育
振
興
基
本
計
画
は
、

本
年
度
が
見
直
し
の
年

度
と
な
っ
て
い
る
。
２

月
に
策
定
さ
れ
た
本
町

教
育
大
綱
を
基
に
、
現

在
、
教
育
委
員
会
で
見

直
し
を
行
っ
て
い
る
。

６
月
ま
で
に
策
定
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問

教
員
の
人
事
異
動

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

答

各
学
校
の
課
題
解

決
や
特
色
あ
る
学
校
づ

く
り
、
教
育
活
動
の
更

な
る
充
実
に
向
け
、
適

材
適
所
の
教
職
員
配
置

を
県
教
育
委
員
会
へ
内

申
し
て
い
る
。

問

図
書
館
の
活
性
化

に
つ
い
て
。

答

徳
之
島
町
立
図
書

館
と
本
町
図
書
館
の
休

館
日
が
重
な
ら
な
い
よ

う
に
月
曜
日
休
館
を
変

更
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
２
月
に
開
催
し
た

第
３
回
天
城
町
立
図
書

館
協
議
会
で
の
委
員
の

意
見
等
を
参
考
に
、
試

験
的
に
休
館
日
を
変
更

し
、
そ
の
結
果
を
受
け

て
対
応
し
て
い
く
。

奥　好生 議員
動画はコチラ
1:55:12 ～

問    保育所職員の処遇改善を
答    検証し、是正していく
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問

居
宅
介
護
住
宅
改
修

に
つ
い
て
限
度
額（
20
万

円
）を
超
え
た
分
を
町
で

助
成
で
き
な
い
か
。

答

介
護
の
支
援
拡
充
に

つ
い
て
寄
り
添
う
と
い
う

視
点
で
検
討
し
た
い
。

問

天
城
町
の
農
業
振

興
に
つ
い
て
。

答

島
農
業
復
活
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
始
動
。

　

町
内
の
耕
作
放
棄
地

の
現
況
を
把
握
し
、
新

た
な
地
域
産
品
の
開
発

の
必
要
性
に
つ
い
て
、

農
業
委
員
会
の
活
動
内

容
の
精
査
等
に
つ
い
て

質
疑
を
行
っ
た
、
耕
作

放
棄
地
は
現
在
89
筆
、

７
・
24
ｈ
で
農
地
の
集

約
・
集
積
に
よ
り
減
少

傾
向
で
あ
る
、
町
内
の

未
利
用
資
源
の
活
用
と

新
し
い
加
工
技
術
の
導

入
と
い
う
こ
と
で
「
島

農
業
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
よ
る
新
た
な
加

工
品
開
発
に
つ
な
げ
た

い
と
し
、
農
業
委
員
会

の
活
動
記
録
の
書
式
も

活
動
内
容
が
わ
か
り
や

す
い
よ
う
変
更
し
た
。

問

商
業
基
盤
施
設
建

設
は
。

答

今
の
と
こ
ろ
は
検

討
し
て
い
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
行
っ
て
い

る
平
土
野
地
区
商
店
街

の
活
性
化
へ
の
施
策
の

費
用
対
効
果
の
所
見
及

び
商
業
基
盤
施
設
整
備

の
必
要
性
に
つ
い
て
質

疑
を
行
っ
た
。
質
疑
の

狙
い
と
し
て
は
、
20
年

30
年
先
を
見
据
え
た
抜

本
的
な
天
城
町
の
商
業

基
盤
整
備
の
必
要
性
に

つ
い
て
じ
っ
く
り
検
討

し
て
ほ
し
い
と
い
う
と

こ
ろ
で
あ
っ
た
。
商
工

会
、
商
店
街
の
皆
様
と

対
話
の
中
で
模
索
し
て

い
き
た
い
。

問

町
内
の
生
ご
み
処

理
に
つ
い
て
、現
在
計

画
中
の
堆
肥
セ
ン
タ
ー

に
て
有
効
活
用
出
来
な

い
か
伺
い
た
い
。

答

環
境
面
に
お
い
て

は
、
生
ご
み
問
題
、
農
業

面
に
お
い
て
は
、
自
給

肥
料
活
用
の
推
進
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
特

に
生
ご
み
に
つ
い
て
は

燃
え
に
く
い
の
で
運
営

の
大
き
な
負
担
と
な
っ

て
お
り
、
こ
の
生
ご
み

を
資
源
と
し
て
堆
肥
活

用
す
る
こ
と
は
、
大
変

有
意
義
だ
と
考
え
る
。

牛
糞
や
キ
ビ
の
搾
り
か

す
も
堆
肥
化
を
進
め
る

と
共
に
、
生
ご
み
を
含

め
た
未
利
用
の
資
源
の

堆
肥
化
も
視
野
に
入
れ

計
画
を
進
め
て
い
く
。

問

夏
場
の
作
物
推
進

に
つ
い
て
、
冬
場
の
園

芸
作
物
は
多
く
有
り
ま

す
が
台
風
被
害
に
強
い

夏
場
の
作
物
を
推
進
し

て
い
く
考
え
は
無
い
か

伺
い
た
い
。

介護保険の住宅改修とは？介護保険の住宅改修とは？

問    

要
介
護
認
定
前
の
公
的
支
援
拡
充
は

答   

検
討
す
る

松山 小百合議員
動画はコチラ
1:57:16 ～

島　和也 議員
動画はコチラ
7:53 ～

問    

生
ご
み
の
有
効
活
用
を

答   

堆
肥
化
も
視
野
に
入
れ
計
画
す
る
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答

夏
場
の
園
芸
作
物

は
喫
緊
の
課
題
だ
と
考

え
て
い
る
。「
島
農
業

復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
取
り
組
み
と
し
て
、

過
去
に
家
庭
で
盛
ん
に

栽
培
さ
れ
て
い
た
サ
ツ

マ
イ
モ
を
夏
場
の
作
物

と
し
て
試
験
栽
培
し
て

い
く
。
町
内
で
の
加
工

製
造
が
前
提
と
は
な
る

が
、
今
年
40
ａ
の
試
験

栽
培
を
行
い
、
作
型
や

収
量
、
加
工
効
率
な
ど

を
実
証
し
て
い
く
。
今

後
天
城
町
の
注
目
作
物

と
し
て
栽
培
を
構
築
し

て
い
く
。

問

化
学
肥
料
に
頼
ら

な
い
有
機
肥
料
を
中
心

と
し
た
農
業
を
推
進
し

て
い
く
考
え
が
無
い
か

伺
い
た
い
。

答

国
に
お
い
て
も
化

学
肥
料
の
低
減
を
推
し

進
め
て
お
り
、
本
町
に

お
い
て
も
、
化
学
肥
料

２
割
低
減
に
向
け
た
補

助
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。
有
機
肥
料
の
必
要

性
は
今
後
ま
す
ま
す
増

し
て
い
く
も
の
考
え
る
。

農
家
の
皆
さ
ん
や
消
費

者
の
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
な
が
ら
、
化

学
肥
料
に
頼
り
す
ぎ
な

い
足
腰
の
強
い
農
業
を

推
進
し
て
い
く
。

問

法
面
管
理
に
つ
い

て
、
平
土
野
地
区
に
お

け
る
急
傾
斜
地
未
施
工

部
分
の
工
事
が
出
来
な

い
か
伺
い
た
い
。

答

県
に
よ
り
ま
す

と
、『
平
土
野
地
区
の

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事

業
は
昭
和
60
年
か
ら
平

成
16
年
に
か
け
て
推
進

し
て
き
た
。
要
望
の

あ
っ
た
斜
面
は
、
こ
の

事
業
で
施
工
予
定
で

あ
っ
た
が
、
用
地
取
得

等
の
理
由
に
よ
り
施
工

さ
れ
て
い
な
い
状
況
で

す
。
こ
の
事
業
の
導
入

の
検
討
に
あ
た
っ
て

は
、
町
に
も
用
地
関
係

等
の
調
査
協
力
を
お
願

い
し
た
い
。』
と
の
回

答
で
あ
っ
た
。

　

町
と
し
て
も
、
未
施

工
部
分
の
解
消
に
協
力

し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
く
。

問

南
部
地
区
の
兼
久

振
興
セ
ン
タ
ー
内
へ
屋

外
遊
具
の
設
置
が
出
来

な
い
か
伺
い
た
い
。

答

兼
久
振
興
セ
ン

タ
ー
は
、
現
在
、
民
間

に
、貸
し
付
け
て
い
る

が
、駐
車
場
の
遊
具
の

設
置
に
よ
る
貸
し
付
け

ス
ペ
ー
ス
減
少
等
を
相

手
方
と
協
議
し
、
了
承

が
得
ら
れ
れ
ば
設
置
を

検
討
で
き
る
と
考
え
て

い
る
。

問

親
子
で
遊
べ
る
大

型
屋
内
遊
具
を
町
内
へ

建
設
で
き
な
い
か
伺
い

た
い
。

答

現
在
、
町
内
の
屋

外
遊
具
は
充
実
し
て
き

て
お
り
ま
す
が
、
梅
雨

時
期
や
夏
場
は
利
用
し

づ
ら
い
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
時
に
屋
内

で
遊
べ
る
施
設
が
あ
る

と
、
よ
り
子
ど
も
た
ち

の
健
全
な
心
身
を
育
む

こ
と
が
で
き
る
と
考
え

て
い
る
。
大
型
屋
内
遊

具
の
建
設
に
つ
い
て
は
、

予
算
面
な
ど
を
Ｂ
＆
Ｇ

財
団
と
協
議
を
致
し
ま

し
て
海
洋
セ
ン
タ
ー
体

育
館
の
側
面
を
利
用
出

来
な
い
か
を
こ
れ
か
ら

検
討
し
て
い
く
。

問

天
城
町
地
球
温
暖

化
対
策
実
行
計
画
の
具

体
的
な
説
明
。

答

昨
年
10
月
か
ら

「
天
城
町
地
球
温
暖
化

対
策
事
項
計
画
」
の
策

定
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
方
針
と
し
て
環
境

学
習
、
普
及
啓
発
イ
ベ

ン
ト
の
機
会
の
充
実
・

広
報
誌
・
Ａ
Ｙ
Ｔ
・
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
情

報
発
信
す
る
。
省
エ

ネ
に
つ
な
が
る
行
動
・

活
動
の
推
進
・
日
常
生

活
に
お
け
る
３
Ｒ（
再

生
利
用
・
再
使
用
・
発
生

抑
制
）・
食
品
ロ
ス
の
減

量
化
、
地
産
地
消
の
推

進
。
脱
炭
素
Ｘ
ス
マ
ー

ト
ム
ー
ブ（
公
共
交
通

利
用
の
促
進
・
自
転

車
・
徒
歩
で
の
移
動
促

進
・
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
実

践
の
促
進
）。
ま
ち
の

産
業
の
持
続
的
発
展
・

遊
休
地
等
を
積
極
的
に

活
用
・
営
農
型
太
陽
光

発
電
の
導
入
検
討
・
畜

産
業
で
発
注
す
る
メ
タ

ン
の
排
出
削
減
。
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の

湾屋川史跡公園の遊具湾屋川史跡公園の遊具

大吉 皓一郎 議員
動画はコチラ
1:38:00 ～

問    

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
は

答   

環
境
学
習
、
普
及
啓
発
等
を
充
実
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推
進
・
津
波
、浸
水
、土

砂
災
害
に
強
い
各
地
区

に
太
陽
光
パ
ネ
ル
蓄
電

設
備
に
努
め
る
。

問

農
道
兼
久
天
城
南

部
１
号
線
の
改
修
に
つ

い
て
。

答

兼
久
集
落
と
犬
の

門
蓋
を
結
ぶ
道
路（
80

ｍ
）で
農
作
業
車
の
通
行

が
多
く
又
観
光
客
車
や

観
光
バ
ス
も
利
用
し
て

い
る
交
通
量
の
多
い
所

で
路
面
浸
食
が
進
ん
で

い
る
状
態
に
な
っ
て
い

る
。
水
た
ま
り
も
あ
る

の
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗

装
を
す
る
。

問

通
作
条
件
整
備
（
兼

久
・
瀬
滝
地
区
）の
整
備

路
線
に
つ
い
て
。

答

兼
久
・
瀬
滝
地
区

の
整
備
路
線
に
つ
い
て

は
令
和
５
年
度
か
ら
９

年
度
に
か
け
て
兼
久
地

区
６
路
線
全
体
延
長
３
，

２
２
０
ｍ
、
瀬
滝
地
区

６
路
線
全
体
延
長
４
，

９
３
０
ｍ
の
整
備
を
実

施
す
る
。

問

瀬
滝
三
京
線
（
愛

心
園
入
口
）
の
舗
装
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
。

答

県
と
の
協
議
の
結

果
、
過
疎
債
を
前
倒
し

し
て
予
算
化
し
繰
越
事

業
と
し
て
集
落
環
境
整

備
事
業
で
１
４
０
ｍ
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
工
事

を
計
画
し
て
い
る
。

問

平
土
野
地
区
の
整

備（
道
路
・
側
溝
・
老
朽

建
築
物
・
街
路
樹
）に
つ

い
て
。

答

商
工
会
事
務
所
前

の
通
り（
高
釣
通
り
）

は
県
と
の
協
議
の
結

果
、
過
疎
債
を
前
倒
し

て
３
月
議
会
で
６
号
補

正
し
繰
越
事
業
と
し
て

集
落
環
境
整
備
事
業
で

舗
装
工
事
・
排
水
工
事

を
計
画
し
て
い
る
。
老

朽
建
物
に
つ
い
て
は
、

リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
の
活

用
、
空
き
家
バ
ン
ク
へ

の
登
録
及
び
除
却
事
業

な
ど
が
あ
る
。
街
路
樹

は
高
木
は
交
通
に
支
障

が
な
い
よ
う
町
管
理
。

低
木
（
シ
ャ
リ
ン
バ
イ
）

等
の
剪
定
は
集
落
で
お

願
い
し
た
い
。

問

医
療
・
控
除
に
つ

い
て
。

答

高
額
療
養
費
制
度

と
し
て
医
療
機
関
や
薬

局
の
窓
口
で
支
払
っ
た

金
額
が
、
ひ
と
月
の
自

己
負
担
の
上
限
額
を
超

え
て
支
払
っ
た
分
に
つ

い
て
支
給
対
象
と
な

る
。
支
給
対
象
者
に
け

ん
こ
う
増
進
課
よ
り
申

請
書
の
送
付
を
行
い
、

そ
の
申
請
書
の
提
出
後

に
支
給
を
行
っ
て
い

る
。

問

教
育
委
員
会
の
各

施
設
・
各
種
事
業
は
適
正

に
運
営
さ
れ
て
い
る
か
。

答

天
城
町
中
学
生
海

外
派
遣
事
業
は
、
10

月
に
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
へ
中
学

生
４
名
の
派
遣
を
10
日

間
計
画
し
て
い
る
。
自

主
的
学
び
応
援
事
業
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

16
名
の
生
徒
が
島
外
の

学
習
塾
夏
期
ス
ク
ー
リ

ン
グ
に
参
加
し
て
い

る
。
今
年
度
か
ら
ホ
テ

ル
を
利
用
し
団
体
生
活

を
し
な
が
ら
ス
ク
ー
リ

ン
グ
に
行
け
る
よ
う
に

す
る
。
自
ら
の
目
標
達

成
に
向
け
て
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
生
徒
の
支
援
に

努
め
る
。

問

兼
久
集
落
に
お
け

る
県
道
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ

ク
解
消
に
向
け
、
遺
跡

発
掘
終
了
後
の
工
事
着

工
の
見
通
し
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答

県
に
よ
る
と
、『
県

道
伊
仙
天
城
線
の
兼
久

郵
便
局
付
近
の
埋
蔵
文

化
財
調
査
に
つ
い
て
は
、

県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
実
施
し

て
お
り
、
令
和
５
年
度
、

歩
道
部
分
の
調
査
箇
所

の
発
掘
調
査
を
終
え
た
。

今
後
、
現
在
の
車
道
部

分
の
試
掘
を
行
い
、
更

な
る
発
掘
調
査
の
必
要

性
を
検
討
す
る
。
徳
之

島
事
務
所
と
し
て
は
、

問     兼久集落県道ボトルネック解消を
答    解消に向け町も県に協力する

喜入 伊佐男 議員
動画はコチラ
1:37:39 ～
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早
期
整
備
を
望
む
地
元

の
声
は
理
解
し
て
お
り
、

ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
の
早
期

解
消
に
向
け
て
、
県
立

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

へ
協
力
し
て
い
く
。』
と

の
回
答
で
あ
る
。

　

町
と
し
て
も
、
ボ
ト

ル
ネ
ッ
ク
解
消
に
協
力

し
て
い
く
。

問

県
道
83
号
線
改
良
工

事
に
お
け
る
用
地
取
得
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
。

答

県
に
よ
る
と
、『
現

在
、
整
備
を
進
め
て
い

る
県
道
伊
仙
天
城
線
の

真
瀬
名
工
区
に
つ
い
て

は
、
測
量
設
計
を
終
え
、

現
在
、
用
地
の
買
収
を

進
め
、
令
和
５
年
度
か

ら
盛
土
工
事
に
着
手
し

た
。
用
地
の
取
得
状
況

に
つ
い
て
は
、
現
在
、

約
８
割
（
筆
ベ
ー
ス
）の

用
地
を
取
得
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。』
と
の
回
答

で
あ
る
。

問

県
道
83
号
線
改
良

工
事
に
お
け
る
橋
梁
設

計
図
及
び
仮
橋
設
置
に

伴
う
用
地
取
得
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
。

答

県
に
よ
る
と
、『
橋

梁
の
設
計
を
終
え
、
現

在
、
用
地
の
買
収
を
進

め
て
い
る
。
橋
梁
建
設

時
の
仮
橋
設
置
、
い
わ

ゆ
る
迂
回
路
部
分
の
用

地
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

迂
回
路
を
整
備
す
る
際

に
、
土
地
所
有
者
と
借

地
契
約
を
行
う
予
定
。』

と
の
回
答
で
あ
る
。
町

と
し
て
も
、
真
瀬
名
工

区
の
早
期
完
成
に
さ
ら

に
協
力
し
て
い
く
。

問

災
害
時
に
備
え
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
を
集
落
公

民
館
へ
設
置
で
き
な
い

か
。
ま
た
、
国
等
の
事

業
で
避
難
場
所
の
用
地

取
得
及
び
公
民
館
建
設

に
対
す
る
補
助
金
等
は

な
い
か
。

答

現
在
、
集
落
公
民
館

に
お
け
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置

は
な
い
。
役
場
や
町
内
公

共
施
設
、
学
校
教
育
施
設

等
に
は
設
置
済
み
で
あ
り

ま
す
が
、
緊
急
時
に
直
面

し
た
際
、
多
く
の
方
が
操

作
方
法
を
習
得
し
実
用
で

き
る
か
が
課
題
で
も
あ

る
。
計
画
的
に
徳
之
島
地

区
消
防
組
合
へ
研
修
を
依

頼
し
、
職
員
・
町
民
向
け

の
救
急
救
命
講
習
を
行
っ

て
い
く
。
集
落
公
民
館
へ

の
設
置
に
つ
き
ま
し
て

は
、今
後
検
討
し
て
い
く
。

避
難
場
所
の
用
地
取
得
及

び
公
民
館
建
設
に
対
す
る

補
助
金
に
つ
い
て
は
、
把

握
は
で
き
て
い
な
い
が
、

順
次
、
指
定
避
難
所
の
防

風
・
防
水
対
策
・
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
な
ど
機
能
強
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

奄
美
群
島
成
長
戦
略
推
進

交
付
金
を
活
用
し
、
改
修

工
事
を
実
施
す
る
。

問

本
町
で
は
「
教
育

文
化
宣
言
の
町
」
を
標

榜
し
て
い
る
が
、
教
育

委
員
会
で
は
児
童
・
生

徒
の
学
力
な
ど
を
含
め

た
様
々
な
課
題
の
現
状

を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
、

ど
の
よ
う
に
議
論
し
対

策
を
し
て
い
く
考
え
で

あ
る
か
。

答

更
な
る
学
力
向
上

や
不
登
校
傾
向
の
児
童
・

生
徒
、
家
庭
の
教
育
力

の
向
上
等
が
課
題
で
あ

る
と
認
識
し
、
解
決
の

た
め
に
は
、
家
庭
、
学

校
、
地
域
が
今
ま
で
以

上
に
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
む
必
要
が
あ
り
、

令
和
６
年
度
は
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の

導
入
を
進
め
て
い
く
。

問

農
家
所
得
の
向
上

が
課
題
の
一
つ
で
あ
る

が
、
基
本
的
な
対
策
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答

生
産
量
の
増
加
に

は
限
ら
れ
た
農
地
で
あ

り
、
反
収
向
上
が
重
要

だ
と
考
え
て
お
り
自
給

肥
料
や
自
給
飼
料
の
活

用
に
よ
り
コ
ス
ト
低
減

を
図
っ
て
い
く
。

問

徳
之
島
空
港
は
別

名
「
徳
之
島
子
宝
空
港
」

で
子
育
て
に
適
し
た
島

の
よ
う
な
印
象
を
与
え

て
い
ま
す
。
こ
の
事
に

つ
い
て
、
実
態
を
ど
の

よ
う
に
把
握
さ
れ
て
い

る
の
か
（
子
育
て
の
良

さ
と
不
利
な
面
）

答

本
町
で
は
子
育
て

支
援
、
環
境
に
お
い
て
、

出
産
の
段
階
か
ら
、
就

学
前
、
就
学
期
に
お
け

る
各
種
助
成
事
業
を
行

い
、
子
育
て
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
努
め
て

い
る
。
不
利
な
面
は
地

柏木　辰二 議員
動画はコチラ
3:51 ～

問    

教
育
委
員
会
の
課
題
の
現
状
は

答   

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
導
入
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理
的
要
因
が
大
き
く
、

経
済
的
助
成
で
補
え
な

い
と
こ
ろ
だ
と
考
え
て

い
る
。

問

あ
ま
ぎ
自
然
と
伝

統
文
化
体
験
館
整
備
事

業
に
つ
い
て
、
施
政
方

針
に
「
引
き
続
き
奄
美

群
島
成
長
戦
略
推
進
交

付
金
事
業
を
活
用
し
整

備
を
進
め
て
い
く
」
と

あ
る
が
、
現
在
の
進
捗

状
況
と
今
後
の
予
定
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

答

あ
ま
ぎ
自
然
と
伝

統
文
化
体
験
館
整
備
事

業
の
進
捗
状
況
は
、
造

成
工
事
、
杭
工
事
が
完

了
し
、
現
在
、
令
和
４

年
度
の
繰
越
予
算
で
１

階
躯
体
工
事
を
行
っ
て

い
る
。
今
後
は
、
令
和

５
年
度
繰
越
予
算
で
、

２
階
躯
体
工
事
、
屋
根

工
事
、
令
和
７
年
度
か

ら
仕
上
げ
・
外
溝
工
事

を
計
画
し
令
和
８
年
度

完
成
を
目
指
し
て
い
る
。

問

防
災
セ
ン
タ
ー
工

事
に
お
け
る
交
付
金
返

納
事
件
の
裁
判
経
過
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答

天
城
町
防
災
セ
ン

タ
ー
未
竣
功
工
事
に
関

す
る
住
民
訴
訟
は
、
12

月
定
例
会
以
降
、
２
月

８
日
に
第
12
回
公
判
が

鹿
児
島
地
裁
で
行
わ
れ

た
。
次
回
第
回
公
判
は
、

３
月
27
日
に
行
わ
れ
る

予
定
で
あ
る
。
真
摯
に

対
応
し
て
い
く
考
え
で

あ
り
、
最
終
説
明
は
町

長
自
ら
行
う
。

問

土
づ
く
り
、
堆
肥

づ
く
り
の
推
進
と
取
り

組
み
に
つ
い
て
。

答

農
業
に
お
い
て
、

土
づ
く
り
は
基
本
中
の

基
本
で
あ
り
、
土
壌
改

良
資
材
や
堆
肥
の
助
成

を
行
っ
て
き
た
。
堆
肥

に
つ
い
て
は
、
化
学
肥

料
の
高
騰
な
ど
に
よ
り
、

そ
の
重
要
性
は
更
に
増

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

未
利
用
資
源
の
活
用
と

高
品
質
な
堆
肥
の
製
造

に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
く
。

問

輸
送
コ
ス
ト
支
援

事
業
の
拡
充
に
つ
い
て
。

答

奄
美
群
島
農
林
水
産

物
等
輸
送
コ
ス
ト
支
援
事

業
が
令
和
6
年
度
よ
り
拡

充
さ
れ
る
。
内
容
と
致
し

ま
し
て
は
、
沖
縄
向
け
の

移
出
コ
ス
ト
の
追
加
、
畜

産
物
を
対
象
品
目
に
追

加
、
生
産
支
援
に
係
る
品

目
数
を
5
品
目
に
拡
大
の

3
点
と
な
る
。こ
れ
ま
で
、

県
本
土
に
向
い
て
い
た
意

識
を
沖
縄
に
も
向
け
、
出

荷
品
目
を
模
索
す
る
と
共

に
出
荷
体
制
の
構
築
を
図

る
。
生
産
支
援
の
品
目
に

つ
き
ま
し
て
は
、
新
た
に

加
工
黒
糖
の
段
ボ
ー
ル
を

追
加
し
た
。
畜
産
物
の
追

加
に
つ
い
て
は
、
成
牛
と

養
豚
が
対
象
と
な
る
。
今

後
も
、
こ
の
事
業
の
有
効

活
用
を
行
い
農
家
所
得
の

向
上
に
繋
げ
て
い
く
。

問

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
制

度
の
導
入
に
つ
い
て
。

答

一
般
ド
ラ
イ
バ
ー

が
自
家
用
車
を
使
っ
て

乗
客
を
有
償
で
運
ぶ
「
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
制
度
」
に

つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
、

国
で
検
討
が
進
め
ら
れ

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

県
に
お
い
て
も
タ
ク

シ
ー
協
会
と
の
意
見
交

換
を
行
い
な
が
ら
、
今

後
の
具
体
的
な
方
策
を

検
討
す
る
と
さ
れ
て
い

る
。
本
町
に
お
い
て
は
、

現
在
タ
ク
シ
ー
事
業
所

が
な
い
状
況
に
あ
る
。

国
や
県
の
動
向
を
踏
ま

え
た
う
え
で
、
交
通
空

白
地
の
解
消
に
努
め
る
。

問

公
共
工
事
の
発
注

時
期
と
工
期
に
つ
い
て
。

答

公
共
工
事
の
発
注

時
期
に
つ
い
て
は
、
そ

問    土づくり・堆肥づくりの推進を
答      未利用資源の活用と
　　高品質な堆肥の製造に取り組む

平岡　寛次 議員
動画はコチラ
1:53:26 ～
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の
発
注
件
数
が
第
一
四

半
期
（
４
月
〜
６
月
）

に
少
な
く
、
年
度
の
後

半
に
多
く
な
る
傾
向
に

あ
る
。
こ
れ
を
、
一
年

を
通
し
て
平
準
化
す
る

よ
う
国
交
省
か
ら
指
導

が
出
て
い
る
。
町
と
し

て
も
昨
今
の
労
働
力
不

足
の
中
、
平
準
化
は
必

須
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
事
業
課
を
中
心
に

全
庁
体
制
で
工
事
発
注

時
期
計
画
を
立
て
て
、

平
準
化
に
努
め
て
い
く
。

工
期
に
つ
い
て
も
、
労

働
力
不
足
に
よ
り
標
準

工
期
内
に
完
成
す
る
の

が
難
し
く
な
っ
て
き
て

い
る
。
工
事
の
種
類
な

ど
を
考
慮
し
柔
軟
に
工

期
の
設
定
を
す
る
こ
と

に
よ
り
、
工
事
の
品
質
、

工
事
の
安
全
性
の
確
保

を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

問

県
営
畑
地
帯
総
合

整
備
事
業
清
算
金
に
関

す
る
事
務
手
続
き
の
経

緯
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

答

県
営
畑
地
帯
総
合

整
備
事
業
の
換
地
処
分

公
告
後
、
清
算
委
員
会

を
設
立
し
、
清
算
委
員

会
で
承
認
さ
れ
た
要
綱

に
基
づ
き
事
務
を
進
め

る
事
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
主
な
内
容
に
つ

い
て
は
、
換
地
と
の
比

較
に
お
い
て
不
均
衡
を

生
じ
る
場
合
は
、
金
銭

に
よ
っ
て
清
算
す
る
も

の
と
し
、
そ
の
増
減
配

分
額
に
つ
い
て
清
算
委

員
会
で
協
議
決
定
し
、

対
象
地
権
者
に
通
知
す

る
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

対
象
地
権
者
に
対
し
要

綱
に
基
づ
い
た
事
務
を

進
め
て
い
る
。

問

要
支
援
、
要
介
護

認
定
は
ど
の
よ
う
な
手

順
で
行
わ
れ
て
い
る
か
。

答

要
支
援
、
要
介
護
認

定
に
つ
き
ま
し
て
は
、（
本

人
・
家
族
・
病
院
）か
ら
の

相
談
に
対
し
、
本
人
の
日

常
生
活
状
態
の
確
認
を
行

い
、
徳
之
島
地
区
介
護
保

険
組
合
に
介
護
申
請
を

行
っ
て
い
る
。

　

徳
之
島
地
区
介
護
保

険
組
合
に
お
き
ま
し
て
、

認
定
調
査
員
に
よ
る
基

本
調
査
（
74
項
目
）
を

も
と
に
一
次
判
定
を

行
っ
て
い
る
。

保
健
・
医
療
・
福
祉
の

学
識
経
験
者
に
よ
り
形
成

さ
れ
る
介
護
認
定
審
査
会

（
二
次
判
定
）
お
い
て
、

認
定
調
査
員
や
主
治
医
が

申
請
者
か
ら
得
た
情
報
を

総
合
的
に
判
断
し
、
要
支

援
、
要
介
護
認
定
が
確
定

す
る
。

　

審
査
結
果
に
つ
き
ま

し
て
は
、
役
場
に
通
知

が
あ
り
、
役
場
か
ら
申

請
者
の
方
に
連
絡
を
し

て
い
る
。

問
「
う
お
っ
ち
ょ
」
の

運
営
状
況
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。

答

昨
年
４
月
末
に

オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
約

10
ヶ
月
が
経
過
し
ま
し

た
。
現
在
、
会
計
年
度

任
用
職
員
４
名
、
短
期

勤
務
職
員
３
名
の
計
７

名
で
、
常
時
３
〜
５
名

の
シ
フ
ト
制
で
運
営
し

て
い
る
。

　

経
営
状
況
に
つ
き
ま

し
て
は
、
決
し
て
芳
し

い
も
の
で
は
な
い
が
、

今
後
も
安
心
・
安
全
な

水
産
業
の
６
次
産
業
化

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

商
品
力
の
強
化
を
進
め

市
場
拡
大
や
地
場
産
魚

の
普
及
に
よ
る
観
光
Ｐ

Ｒ
、
雇
用
の
確
保
、
漁

業
者
の
所
得
向
上
を
目

指
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

な
お
、令
和
6
年
度
は
、

試
験
的
で
は
あ
る
が
、移

動
販
売
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
販
売
を
行
い
、市
場
拡

大
に
努
め
て
い
く
。

問    
県
営
畑
総
事
業
清
算
金
事
務
の
経
緯
は

答   

換
地
処
分
公
告
後
要
綱
に
基
づ
き

    

事
務
を
遂
行

久田　高志 議員
動画はコチラ
1:43:49 ～

天城町水産業振興拠点施設天城町水産業振興拠点施設
「うおっちょ」「うおっちょ」
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▶建設経済産業常任委員会◀▶建設経済産業常任委員会◀

平和東線改築事業費（平和東線）

前野岡前横断改築事業費
（前野岡前横断線）

予算審査の様子

　令和６年第１回定例会を３月５日から２１日まで開催しました。
　当初予算や５年度の補正予算等２５議案が提出され、すべて可決としました。一般質問では、８名
の議員が質問を行いました。当初予算については当議会の常任委員会（総務文教厚生・建設経済産業）
に審査が付託され、それぞれの委員会ごとで所管する課の予算内容の審査と現地確認を行いました。

　令和６年度天城町一般会計・徳之島ダム小水力発電特別会計・水道事業会計、それぞれの
歳入歳出予算について慎重に審議を行い、賛成多数で原案のとおり可決しました。また、当
委員会の意見として、次の３点を執行部に申し入れました。

（意　見）
１． 各種滞納整理については施政方針に基づき、税の公平性を担保するため
にも財産調査・給与調査を行い、預貯金・土地などの財産差し押さえも
積極的に実施すべきである。

２． 水産業振興拠点施設や獣肉処理施設等においては、食材・資材等の管理
を徹底し、指定管理者制度へ移行すべきである。また、あまぎ自然と伝
統文化体験館に併設される直売所に関しては開設と同時に運営できる体
制を整えるべきである。

３． 公共工事については、工期に余裕が持てるよう適正工期で発注し、受注
後の着手状況の確認も徹底し必要に応じて指導すべきである。
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防災関連施設整備事業費
（天城町老人福祉センター） 予算審査の様子

▶総務文教厚生常任委員会▶総務文教厚生常任委員会◀◀

令和 6年 度予算を審査全会一致で可決

〈〈 委員会審査報告委員会審査報告 〉〉

　令和６年度天城町一般会計・特別会計（国民健康保険・介護保険・後期高齢者医療）そ
れぞれの歳入歳出予算について慎重に審議を行い、賛成全員で原案のとおり可決しました。
また、当委員会の意見として、次の５点を執行部に申し入れました。

（意　見）
１． 所得申告日を土曜日、日曜日に設けることで、町民の利便性を図ること。

２．ごみステーションへのごみ出しは、分別等の指導周知を徹底し、今後は
生ごみ収集対策を図る必要がある。

３．小災害見舞金は時勢に相応した金額に見直す時期である。

４．各課の事業推進において、多くの町民からマイクロバス導入の要望があ
り早期に対応すべきである。

５．税の滞納繰越分の収納対策を徹底すべきである。
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◆ 編 集 後 記 ◆
　

令
和
５
年
度
は
コ
ロ
ナ
過
の
規
制
も
無
く
な
り
町
内
行
事
も
全
て
通
常
通
り

行
わ
れ
３
年
間
の
規
制
で
運
営
に
戸
惑
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、
本
来
の
活
気
づ

い
た
１
年
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
本
町
で
は
農
業
分
野
の
園
芸
に
関
し
、
夏

場
の
作
物
と
し
て
さ
つ
ま
い
も
の
試
験
栽
培
を
40
ア
ー
ル
に
植
え
付
け
収
穫

し
、
乾
燥
さ
せ
て
出
荷
す
る
計
画
を
行
う
と
聞
き
今
後
の
新
し
い
農
家
の
収
入

源
に
な
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
本
土
で
は
病
害
虫
に
よ
る
生
産
量
の
低
下
も

報
道
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
サ
ツ
マ
イ
モ
栽
培
に
関
し
て
は
農
家
の
方
々

が
昔
か
ら
自
家
用
と
し
て
栽
培
し
て
お
り
ま
し
た
が
今
後
は
土
づ
く
り
か
ら
専

門
家
を
交
え
て
研
究
す
る
と
の
事
で
出
荷
先
の
業
者
と
の
間
で
生
産
量
を
上
げ
、

受
け
入
れ
体
制
も
問
題
な
い
と
お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
。
本
町
の
農
業
収
入
の

向
上
、
安
定
し
た
受
け
皿
を
心
待
ち
に
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
試
験
栽
培
が
成

功
し
令
和
７
年
度
か
ら
多
く
の
農
家
の
参
入
に
も
大
い
に
期
待
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

本
議
会
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
建
築
業
の
専
門
職
不
足
に
よ
る
工
期
遅

延
問
題
は
現
在
全
国
で
も
大
き
な
課
題
と
な
り
、
今
後
の
工
事
発
注
に
関
し
て

も
影
響
が
あ
り
簡
単
に
は
解
決
で
き
な
い
も
の
だ
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。
建

設
業
に
お
い
て
は
現
在
、
現
場
を
支
え
る
人
材
が
高
齢
化
し
専
門
的
な
知
識
ス

キ
ル
を
求
め
ら
れ
る
職
種
で
あ
り
ま
す
が
人
手
不
足
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
現

状
を
理
解
し
て
今
後
の
町
発
注
工
事
に
お
い
て
工
期
に
関
し
て
は
細
心
の
注
意

を
払
っ
て
計
画
し
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

３
月
議
会
は
令
和
６
年
度
の
予
算
審
議
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
課
の
様
々
な

事
業
へ
の
取
り
組
み
等
も
各
委
員
会
に
て
審
議
さ
れ
新
年
度
の
新
し
い
事
業
の

始
ま
り
に
期
待
す
る
も
の
と
し
編
集
後
記
と
致
し
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会　

島　

和
也

発行／鹿児島県　天城町議会
編集／天城町議会だより編集委員会

〒 891-7612　鹿児島県大島郡天城町平土野 2691-1
TEL（0997）85-3111　FAX（0997）85-3110
http://www.yui-amagi.com/

　手続きは簡単です。
　本会議の当日、傍聴人受付票に住所・
氏名を記入していただくだけです。
　議会を傍聴することは町政を知る良い
機会ですので、ぜひお越しください。

　また、ＡＹＴにて当日の生配信及び後日
の再放送、インターネット動画配信サイト
YouTube（ユーチューブ）でもご覧いただ
けます。

議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか

天城町議会
You Tube チャンネル
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